
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 寝屋川市上下水道事業経営戦略で定める将来に向けた実

現方策は、第 4 章や第 5 章で定めた財政計画に基づき実践

します。 

経営戦略の実効性を向上させるため、PDCI サイクルを

導入し、毎年度進捗状況を確認・把握していきます。さら

に、5 年間に 1 度、計画内容の見直しを実施し、経営基盤

の安定を目的に将来に向けた取組を推進していきます。 
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投資・財政計画 

【『投資』における取組】 

*施設のダウンサイジング 

 更新時期を迎えた水道施設や管路のダウンサイジングを検討することで、投資額の削減に努めます。 

*資産の長寿命化・投資平準化 

 水道事業アセットマネジメントの策定により、資産の長寿命化を図りましたが、水道水を安全に供給し続け

るために予防保全の考え方を踏まえ、計画的な維持管理に取り組みます。管路更新の際にはライフサイクルコ

ストを考慮した管種を採用します。 

*経費削減 

 資産の適切な管理による修繕費の削減や、ダウンサイジングによる動力費の削減に努めます。 

*広域化 

 大阪府は「府域一水道に向けた水道の在り方協議会」を設置し、府域一水道の実現に向けた検討を進めてい

ます。本市も上記協議会への参画をはじめ、企業団と統合を果たした事業体の経営状況、メリット・デメリッ

トを調査・研究する過程を通して、広域化の在り方について検討します。 

【『財源』における取組】 

*適正な料金水準の検討 

経営戦略期間中は、収支が均衡する見込みのため料金改定は予定していませんが、水道料金収入の減少が予

測されていることから、将来的に適正な料金水準を検討します。 

*企業債借入の検証 

企業債は、施設等整備事業計画をもとに自己資金との調整を図りながら将来世代に過度な負担を残さないよ

う、事後検証などを実施しながら借入する予定です。 

*資産の有効活用等 

今後も継続して遊休資産などを有効活用し、貸付収入を得る等、あらゆる財源の確保について検討していき

ます。 

【経営戦略策定の趣旨】 

本市の上下水道事業サービスを持続的に提供していくためには、人口減少や節水型社会の進展による水道使

用量の減少、施設の経年化による更新需要増大等の課題に対し、戦略的な投資計画、経費区分を明確化した上

でのコスト縮減策等の施策を進め、より一層の経営の効率化と経営基盤の強化を図ることが求められます。そ

のため、水道事業アセットマネジメント、下水道ストックマネジメントの結果に基づく中長期の投資・財政見

通しを踏まえて、今後 10 年間の投資・財政計画を整理し、上下水道事業経営戦略としてとりまとめるもので

す。 

【経営戦略の位置づけ】 

寝屋川市上下水道事業における取組に対し、投資・財政見通しを明確化し、経営戦略としてとりまとめるこ

とで、事業全体の経営状況を俯瞰した上で、投資・財政計画の裏付けに基づき、各取組への戦略的な投資を進

めていくものとします。 
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【計画期間】  令和２年度～令和 11 年度（10 ヵ年） 

経営改善に向けた施策を踏まえ、投資・財政計画を策定しました。 

 
給水収益と当期純利益 
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予測

１．施設の老朽化 

本市は、平成 30 年度に水道事業アセットマネジメントで、寝屋川市上水道事業が現在保有している水道施

設（構造物や機械設備）及び管路における将来 40 年間の更新需要を算出しました。法定耐用年数を更新基準

とすると、既に年数を超過している資産が大きく影響し、更新需要が計画1年目に上水道施設で全体の約21％、

管路で全体の約 28％を占める結果となりました。 

２．料金の状況 

本市の水道料金は、消費税の転嫁を除くと、平成 23 年 10 月の改定を最終としています。上水道事業は独

立採算制を原則とした地方公営企業方式であり、主に料金収入により施設を運営することが基本とされていま

す。本市の料金回収率は、過去 5 年間において 100％前後で推移し、給水に係る費用をおおむね水道料金収

入で適切に賄うことができている状況です。 

３．経営状況 

上水道事業における総収益の約 92％が水道料金収入となっています。一方で、総費用の約 80％が毎年度の

固定費となっています。固定費は、給水量の多寡には関係なく水道施設を適正に維持していくために固定的に

必要とされる費用であるため、削減が難しい費用です。 

過去 5 年間の実績では、水道料金収入は減少傾向にありますが、人員の適正化や経常費用の節減などの対策

により、可能な限り支出を抑え、上水道事業としての経常利益を確保することができています。 

４．経営課題 

本市は、水道事業アセットマネジメントの策定により、技術的な知見に基づき安全性を十分に考慮した上で

更新基準を見直し、既存施設を長期間活用することとしています。更新基準を見直す一方で、資産の健全度を

保つために、毎年 8.6 億円（水道施設は 2.9 億円/年、管路は 5.7 億円/年）の建設投資を実施していく方針と

しています。 

財政収支見通しにおいては、令和 14 年度に収支赤字が発生し、令和 28 年度には自己資金残高がゼロとな

るなどの経営状況の悪化が避けられない状況となっています。主な要因は、建設改良事業の継続的な実施です

が、安全で安定した水道サービスを提供するために必要な投資であり、「投資」と「財源」の均衡を目標とする

とともに、事業の効率化とあわせ、職員の技術継承に取り組む必要があります。 


